１

メディアは存在すると仮定する。そして、メディアを媒体として捉える。


２

メッセージ（情報）は、チャネルとメディアを通して伝達される。


３

メッセージ、チャネル、メディア。


４

メッセージ、チャネル、メディアは個々に、常に存在し得る。

ただしこれらは、受け手としての主体にとっては、主体が認識したときにのみ存在する。


５

この一連の流れがコミュニケーション（伝達）である。


■疑問　「コミュニケーション」は人間の間にのみ存在するのか？

■参考文献　『コミュニケーション学入門』　太田信男　大修館書店（１９９４）

『入門コミュニケーション論』　宮原哲　松柏社（１９９２）
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「中間」―メディアが存在するとき―
コミュニケーション・モデル図
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